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1. 定石の選択
定石選択における価値観や評価基準は、構

想という戦いでの効率性としても、重要な位

置を占めています。定石の局所的な評価は、

すべて互角とされているのですが、全局的な

評価としては異なり、将来起こるであろう戦

いへの活用の大きさで、その評価に優劣の差

が生まれます。この評価の違いを囲碁理論の

視点から考えてみることにします。

� 定石の選択

昭和51年に『現代定石活用辞典』が、日本

碁界を代表する呉 清源九段によって、誠文堂

新光社から出版されました。この本は、他の

定石本と違って、布石での石の配置における

定石の活用方法に主眼が置かれ、定石の選

択、評価が呉 清源九段の意見として述べら

れています。本の構成は、「定石後の狙い」

と「定石の注意事項」などの項目から記述さ

れています。

� 『現代定石活用辞典』による効率性

この本では、定石選択の評価において、定

石後の次の狙いの有無が非常に重要視されて

います。そのため、法則として、

定石の選択において、定石後における次の

狙いがあれば評価は◎になり、なければ×

になる

ということがいえます。次の狙いとしての項

目を分類、整理してみると、

①打ち込みの手があるか

②一手で、自分の守りと相手への攻めの一

石二鳥の効果があるか

③打った手からさらに勢力を広げることが

できるか

④厚みを次の争点における戦いに活かすこ

とができるか

⑤手入れが必要な守りを省略できるか

などがあります。これらの価値の大きさが、

効率性の対象になっています。
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� 一手の効率性

効率性としての評価では、構想における自

由度、つまり、戦いの優位性がもっとも重要

になります。これは、戦いの優位性と勝敗を

決定する確定地の大きさとの関係が、「戦い

の優位性を確保することによって、最終的に

地を囲う効率の良い石を配置することを可能

にする」と考えられるためです。戦いの優位

性という価値は、「眼形の効率性」、つまり、

「生きるスピードの効率化」、また、「生きた

石の活用化」が第一目標となり、地の大きさ

としての価値は、戦った結果得られた「余剰

的な価値」としての第二目標になります。つ

まり、

という基本式になります。これに関連して、

①単に地を囲う手は、効率が悪い

②戦いの評価は、利筋の多さ、次の狙い、

先手の権利などの有無で評価される

③完全に生きた石でも、次の攻撃目標があ

ると効率が良い

④攻めることができる弱い石があれば、利

筋や次の狙いが生まれやすい

⑤厚みの石は、地として囲うより、死活な

どの戦いに関連する方が効率が良い

⑥「切断」「消し」「反発」「打ち込み」な

どの利筋の有無が効率性に関係する

などの法則があります。このことを念頭に置

きながら、『現代定石活用辞典』で紹介されて

いる参考図を例に、その評価についての価値

基準を考えたいと思います。

2. 定石１：打ち込みの狙い
� 評価の違い

図１と図２は、白１、黒２、白３まで定石

として同じ手順で進行していますが、図１の

場合は、次に黒イと打たれると白の悪い定

石の選択となり、図２の場合は、白の良い

定石の選択として評価されています。これ

らの評価が違う要因は、定石が打たれた後の

「白からの次の狙い」の効率差にあります。
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効率性＝生きる効率＋地の効率
（第一目標） （第二目標）

図１　白の悪い定石選択 図２　白の良い定石選択
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